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④文章を読むことが得意か

平成２６年度 ＮＩＥ実践報告書 

鹿児島県立財部高等学校 

寺川 徹 

１年間の取り組み 

年度当初の目標は以下のとおりである。 

年度当初の活動計画は以下のとおりである。 

１．(エ)事前アンケートについて 

５月の朝読書開始時に，以下の内容で

アンケートを実施した。

（内容） 

① 新聞を読む回数（頻度）

② 新聞を読む場所

③ 新聞の中で読む欄・面

④ 文章を読むことは得意か

(ア) 毎日の朝読書のうち，火曜日と金曜日に新聞を題材にした共通課題を読み感想を書く。

(イ) NIE職員研修の実施。

(ウ) 若い目への投稿，新聞感想文などのコンクールへの参加。

(エ) 事前事後アンケートの実施と活用。

(オ) 図書委員新聞の発行。

(カ) 廊下・３年生の教室に掲示。

(キ) 各教科やホームルーム，総合的な学習の時間で活用。  ※(イ)については実施できなかった。 

① 新聞を読むことで，文章の論点を正確に読み取る力をつけさせる。

② 新聞記事から，ものの見方や考え方を学び，自分の考えをまとめたり，他の人の考えを聞いたり

して，幅広い視野を持たせる。
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（考察） 

① 「まったく読まない」生徒が半数おり，朝読書で新聞記事を読んでいるという印象を持っていな

いようである。 

② 「自宅で読む」と答えた生徒が 25 名と予想よりも多い。「朝読書」の時間は，生徒が新聞に接す

る大きな機会となっている。図書館や掲示で新聞を読んでいる生徒が少ないため，掲示方法の検

討や利用するきっかけづくりを考える。 

③ 読む欄は「テレビ」「スポーツ」について興味が高いので，朝読書の題材にも取り入れる。 

④ 文章を読むことについて，「どちらでもない」という回答が 54％と，苦手としている生徒が特に多

いわけではなかった。朝読書の活動等を通じて，文章を読むことに慣れさせたい。 

 

２．(ア)朝の読書の取り組み 

（内容） 

毎朝実施している「朝の読書」の時間のうち，火曜日と金曜日の週２回に新聞記事を利用した一斉

読書教材を読み，感想を書く活動を取り入れている。 

 

（実際） 

① 図書委員（生徒）に複数の記事を読み比べさせ，記事を選択させた。 

② 校内に感想を掲示するコーナーを設置した。また，町内の道の駅でも掲示し紹介した。 

③ 毎回の感想から，各職員が交代で「きらり」と光る感想を「きらら賞」として選出し，全校を挙

げてNIE活動に関わる雰囲気づくりを目指した。 

④ 「きらら賞」に選ばれた感想を図書だよりに掲載し，選出理由も含めて紹介した。 

⑤ 視野を広げられるよう様々な分野の記事を扱うが，生徒の興味が高い「スポーツ」関係の記事も

取り入れた。内訳は以下の通りである。 

（社会７・政治１・経済５・国際３・スポーツ３・地域５・テレビ１・こども２・くらし３・コラム５／回） 

⑥ 感想だけでなく記事に対する提案や，企業の就職面接を想定した質問に対する答えを考えさせる

といった形式の教材も取り入れ，実社会との関わりを感じられるよう配慮した。 

⇒○例「観光列車ななつ星」の記事に対して，「乗ってみたい列車のアイデア」を考える。 

 「就職試験」の記事で，「自分（３年生）が工夫しているところ」を紹介する。 
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③読む欄



 

 （課題） 

 新聞に接する大きな機会の一つとなっているので，今後も取組を続ける。プリントの形式について

は，提案・見出し付け・面接など，生徒の興味の持てる形式を取り入れるよう工夫する。 

 

 

３．(オ)「財高新聞」について 

（内容） 

  本校には，生徒の作成する学校新聞（学校だより）がな

かったため，図書委員長の提案で毎学期発行することとな

った。当初は，教員・生徒へのインタービューといった内

容だったが，意識調査のように全生徒にアンケートを取り，

集計結果を考察して掲載するなど，新聞の形式を参考に作

成した。 

  現在作成中の３学期号では，本の紹介の記事を掲載する予定だが，複数紙の書評欄を比較して，わ

かりやすいレイアウトを検討している。 

 

 

４．その他の活動について 

① (カ)校内での掲示について 

廊下・玄関・３年教室に加えて，３年特別教室に

数カ月分のバックナンバーを配置した。レポート学

習を行ったり，就職・進学の試験の面接に備えて時

事問題の確認を促したりして，配置されている新聞

の活用を図った。 

 

 

② (キ)各教科での活用について 

（国語科）             （事例）→ 

日数の経過した新聞記事を有効に活用できるよ

うに，「科学技術と倫理の問題」についての評論文

の単元で，新聞を活用したレポート課題に取り組ま

せた。              

  レポートの取組状況については，記事を要約する

ことが難しかった生徒が多いようである。記事の構

成や見出しに注目して，読解していくように事前指

導を行うとより取り組みやすかったと思われる。 

 

 



 

 

（公民科） 

 現代社会や政治・経

済の授業で，「特定秘密

保護法」「尊厳死」「裁

判員制度」などの事項

について，記事をもと

にどのような事柄か，

どのような問題点があ

るのかについて学習し

た。 

←（事例） 

 

 

 

③ (ウ)若い目への投稿について 

３名の生徒が投稿し，２名が掲載された。希望者の投稿ポストも設置したが，講話や講演会などの

学校行事の感想を元に投稿させた。来年度は，各クラス担任や行事担当者に協力を呼び掛け，生徒の

感想文からの投稿を勧めたい。 

 

④ 事後アンケートについて 

２月に実施予定である。「読む頻度」の増減，「文章を読むことが得意（になったか）」等の点に注目

し，次年度の活動の参考とする。 

 

来年度に向けて 

 目標の①「読解力をつけさせる」については，各教科の授業や課題で，教科書の内容との関わりを意

識させた上で，新聞を活用させることができた。そのため，生徒は新聞にただ漠然と目を通すのではな

く，新聞を読み取ろうと意識しながら学習に臨んでいた。 

 ②「幅広い視野を持たせる」については，朝読書では図書委員の生徒の記事選択を尊重しつつ，幅広

い分野の記事を活用するように配慮できた。 

 朝読書・授業・課題等で幅広い分野の記事に触れ，自分の意見や感想を書かせることはできた。図書

だよりや掲示版を通じて掲示をしているが，今後は，生徒が自分の感想について振り返ったり，他者（生

徒同士）との意見交換・交流したりする活動を積極的に取り入れるよう，計画したい。 

 また，新聞の読み方の指導が必要だと感じたが，数年前に「読み方講座」を実施した際には，生徒の

興味を喚起できず，取組が不十分なものになった。「新聞を読む（読み取る）」ことの重要性を実感させ

る方法について，よい取組を参考にしたい。 

 


